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南
弟
子
屈
の
歴
史
は
１
８
９
０

（
明
治
23
）年
、
更
科
治
郎
氏
が
新
潟

県
か
ら
熊
牛
原
野
に
入
植
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。治
郎
氏
は「
原
野
の
詩

人
」と
し
て
知
ら
れ
る
更
科
源
藏
氏

（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）の
父
で
す
。

　

教
育
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
０

０（
明
治
33
）年
。加
藤
宗
二
郎
氏
が
、

南
弟
子
屈
に
あ
っ
た
ア
マ（
繊
維
の

原
料
と
な
る
植
物
）の
会
社
の
事
務

所
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め

て
、
勉
強
を
教
え
た
の
が
最
初
だ
と

い
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
熱
心
な

勉
強
ぶ
り
に
打
た
れ
た
役
場
の
働

き
か
け
に
よ
り
、翌
１
９
０
１（
明
治

34
）年
に
熊
牛
簡
易
教
育
所
と
な
り

ま
し
た
。

　

１
９
０
８（
明
治
41
）年
、
児
童
が

２
人
に
な
っ
た
の
を
受
け
、
熊
牛
簡

易
教
育
所
は
閉
鎖
。
家
庭
の
事
情

が
許
す
子
ど
も
は
弟
子
屈
尋
常
小

学
校
ま
で
通
い
ま
し
た
が
、
道
ら

し
い
道
の
な
い
８
㌔
あ
ま
り
を
通

学
す
る
の
は
大
変
な
苦
労
で
、
断
念

す
る
子
ど
も
も
い
た
そ
う
で
す
。

１
９
１
４（
大
正
３
）年
、
地
域
の
方

た
ち
が
協
力
し
て
弟
子
屈
尋
常
小

学
校
裏
に
寄
宿
舎
を
建
設
。子
ど
も

た
ち
は
自
炊
を
し
な
が
ら
勉
強
に
励

み
ま
し
た
が
、苦
し
い
生
活
の
中
、卒

業
で
き
た
の
は
１
人
だ
け
で
し
た
。

　

１
９
１
８（
大
正
７
）年
、
島
根
県

か
ら
７
戸
が
入
植
。地
域
の
学
齢
児

童
は
一
気
に
19
人
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
授
所
開
設
の
機
運

が
高
ま
り
、
前
述
の
更
科
治
郎
氏
ほ

か
吉
田
忠
吉
氏
、
岡
本
徳
平
氏
、
岩

田
栄
次
郎
氏
、
堀
内
留
次
郎
氏
ら
有

志
が
建
築
委
員
と
な
り
、
１
千
４
３

６
円
の
寄
附
を
募
っ
て
、
現
在
の
南

弟
子
屈
神
社
近
く
に
校
舎
を
建
築
。

翌
１
９
１
９（
大
正
８
）年
５
月
に
校

舎
が
落
成
し
、
同
月
23
日
に
校
舎
落

成
式
と
開
校
式
を
挙
行
。弟
子
屈
尋

常
小
学
校
付
属
熊
牛
原
野
特
別
教

授
所
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。こ
れ

が
、昭
栄
小
学
校
の
前
身
で
す
。

　

開
校
か
ら
10
年
後
の
１
９
２

９（
昭
和
４
）年
４
月
26
日
、
尋
常
小

学
校
に
昇
格
し
ま
す
。こ
れ
を
機
に

校
名
が「
昭
栄
尋
常
小
学
校
」と
な
り

ま
す
。昭
和
と
い
う
時
代
に
栄
え
る

学
校
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
命
名

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

１
９
４
７（
昭
和
22
）年
に
は
、学
制

改
革
に
よ
り
昭
栄
小
学
校
と
改
称
。

そ
の
後
、
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

校
舎
の
増
改
築
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
５
４（
昭
和
29
）年
に
は
、
児
童

数
が
校
史
上
最
大
の
１
３
１
人
を

数
え
、
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
に
は

校
舎
を
現
在
地
へ
移
転
新
築
し
ま

地域で生まれ
共に歩み
育まれて96年

昭
栄
の
歴
史
は
南
弟
子
屈
開
拓
の
歴
史

し
た
。１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に
は
、

学
校
プ
ー
ル
も
完
成
。１
９
８
４

（
昭
和
59
）年
に
は
町
内
で
初
め
て
一

輪
車
を
導
入
す
る
な
ど
、
教
育
熱
心

な
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
始

ま
っ
た
昭
栄
小
学
校
の
歴
史
は
、
地

域
と
の
関
わ
り
が
深
い
行
事
や
、
特

色
あ
る
授
業
な
ど
で
、
独
自
の
校
風

と
文
化
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
幾
度
か
の
改
築
を
重

ね
て
い
た
校
舎
で
す
が
、
１
９
８
７

（
昭
和
62
）年
12
月
に
新
校
舎
が
落

成
。翌
１
９
８
８（
昭
和
63
）年
１
月

に
、
開
校
70
周
年
と
新
校
舎
落
成
を

記
念
し
た
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

地
域
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
学
校
に

　

運
動
会
や
文
化
祭
を
学
校
と
地

域
合
同
で
行
っ
た
り
、
地
域
の
方
の

協
力
に
よ
る
収
穫
祭
や
餅
つ
き
な

ど
の
特
別
授
業
を
行
う
な
ど
、
小
規

模
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育

が
展
開
さ
れ
て
き
た
昭
栄
小
学
校
。

児
童
一
人
一
人
に
き
め
細
や
か
な

教
育
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

小
規
模
校
の
利
点
で
し
た
。

　

１
９
１
９
年
の
開
校
か
ら
96
年
。

こ
の
間
、
７
０
０
人
を
超
え
る
卒
業

み
ん
な
で
決
め
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト

生
が
こ
の
学
び
や
を
巣
立
ち
、
多
方

面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
児
童
は
５
人
。う
ち
１
人

が
６
年
生
で
、
来
春
に
は
卒
業
を
迎

え
ま
す
。少
子
化
が
進
む
中
、
来
年

度
か
ら
新
入
生
が
見
込
め
な
い
た

め
、
学
校
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
検
討

を
重
ね
、
来
年
３
月
の
閉
校
を
決
め

ま
し
た
。

　

来
春
か
ら
児
童
は
、
統
合
さ
れ
る

弟
子
屈
小
学
校
へ
通
い
ま
す
。

ありがとう
ぼくらの学校

昭
栄
小
学
校
が

来
年
の
３
月
末
を
も
っ
て

閉
校
し
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

教
育
の
灯
が
と
も
さ
れ

地
域
と
共
に
歩
み

育
ま
れ
て
き
た
学
校
は

２
０
１
５
年
３
月

96
年
の
歴
史
に

静
か
に
幕
を
閉
じ
ま
す

昭栄小学校閉校
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昭
栄
小
学
校（
高
田
孔
平
校
長
・
児

童
５
人
）の
閉
校
式
・
昭
栄
小
感
謝
の

集
い（
町
・
町
教
育
委
員
会
・
昭
栄
小
学

校
閉
校
事
業
協
賛
会
主
催
）が
11
月

16
日
、同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
在
校
生
と
教
職
員
の
ほ

か
、
卒
業
生
や
地
域
の
方
な
ど
約

１
６
０
人
が
出
席
。思
い
出
の
学
校

の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
開
校
70
周
年
記
念
事
業

以
降
に
在
任
し
た
歴
代
校
長
12
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
町
教

育
委
員
会
と
同
校
閉
校
事
業
協
賛

会
か
ら
児
童
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
校
児
童
５
人
に
よ
る
摩
周
蝦

夷
太
鼓
で
始
ま
っ
た
感
謝
の
集
い

で
は
、
開
校
70
周
年
記
念
事
業
以
降

に
在
任
し
た
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
、

特
別
功
労
者
と
し
て
小
澤
商
店
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
弟
子
屈
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
と
、
児

童
に
保
護
者
、
地
域
の
方
も
加
わ
っ

た
摩
周
蝦
夷
太
鼓
。会
場
か
ら
は
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

思
い
出
の
母
校
に
心
か
ら
の
感
謝
を

「さようなら」は言わない
昭栄小学校は
ぼくらの心にずっとあるから

昭栄オリジナルを誇りに
６年　三田村 優音 君

　昭栄小学校が閉校するという実感

が、まだわきません。

　僕は、昭栄小学校の最後の卒業生に

なります。卒業後、先輩たちはよく、行

事の参加などで学校に帰ってきていて、僕もそれを楽しみに

していましたが、帰る場所がなくなるのはさびしいです。

　この学校には、たくさんの「昭栄オリジナル」がありました。

収穫祭や餅つきなど、昭栄ならではの地域の方とたくさん触

れ合える行事がありました。木工や手芸を教えてもらったり、

ゲートボールや石窯でのピザ作りをさせてもらったこともあ

ります。運動会や文化祭での琴演奏など、地域の方が、僕たち

の頑張りを受け止めてくれました。また、摩周蝦夷太鼓では、

弟子屈の新しい文化を発信できたと思っています。

　いつも地域と一緒の幸せな学校でした。そして僕は、幸せな

児童の一人でした。素晴らしい思い出を「昭栄オリジナル」とし

て誇りに、大切にしていきたいと思います。みんなにも大切に

してほしいと思います。そして大人になったときに、みんなと

「昭栄オリジナル」の話で懐かしむことができたらいいです。

閉校式での在校生あいさつから（一部抜粋・要約）

①間奏に手拍子が入る特徴あ
る校歌を元気に斉唱　②歴代
校長に児童から感謝状が　③
感謝の集いでのアトラクショ
ン・昭栄小学校を卒業した弟
子屈中学校吹奏楽部員がメッ
セージを　④歴代ＰＴＡ会長
と特別功労者に感謝状を贈呈
⑤式典であいさつに立つ高田
校長⑥式典では児童に記念品
が　⑦万感の思いを胸に摩周
蝦夷太鼓を演奏

①

②

③

⑤ ④

⑦ ⑥

ありがとう
ぼくらの学校


